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茨城県行方郡牛堀町旧須田家文書の検討
門　前　博　之
An　Examination　of　the　Documents　of　the
Suda　Family　ip　Former　Ushibori　Village，
Namekata－gun，　Ibaraki　Prefecture
後期高倉逸斎が既に見ている寛永期の年貢関係文書が史
料館・歴史館のいずれにも見当たらないことから，ある
いはそれらがお宅のどこかに蔵されているかも知れない
という淡い期待もあったこと，等から，その後須田家本
家筋にあたる須田正男家をお訪ねすることとなった。2
度目か3度目にお訪ねした1989年の夏の終わり頃だった
かと思う。ご主人が兄の家には数字のようなものを記し
た古文書があるという。是非是非拝見させて頂きたい旨
申し出ると，息子さんの運転する車で大田区雪ケ谷のそ
のお兄さんの家に案内して下さった。そのお宅でも快く
文書を拝見させて頂いたが，驚いたことにその文書量は
茶箱にすると二つぐらいもあって，写しによってしか検
討できなかった牛堀村の寛永検地帳原物のほか隣村永山
村の寛永検地帳原物もそのなかにはあり，また，高倉逸
斎の見たものかどうかまだ検討しえていないが，寛永は
じめ近世の早期の年号を有する年貢割符などが巻物に仕
立てられて出てきたのである。近世後期の御用留類・経
営関係史料・維新期の政争関係史料もある。
　当時形成過程における近世村落の集落と耕地の考察を
牛堀・永山両村の事例もあわせて行う予定でいたが，検
地帳の検討を現地調査と併せて行っていくことは困難に
思えたこともあって，先ずその文書群の目録作成から始
めることとした。目録作成はその翌年より開始したが，
本格的に取り組むようになったのは昨年度からであり，
状文書や破損した巻物のi整理には思ったより時間がかか
ったが，今年中には完成する予定である。それは何らか
の方法で公表することとしたい。その後の計画として
は，先ず当初の問題関心から，須田家のあった牛堀村と
隣村永山村の近世の村としての形成に関して，現地調査
を行いながら考察を加えていく予定である。
Hiroyuki　KADOMAE
　須田家文書を検討することとなった契機については，
この年報の第29号（1987年）にすでに記した。また，須
田家文書は現在国文学研究資料館史料館および茨城県立
歴史館に所蔵されていることも記した。両館の文書群は
ともに須田家新宅からの寄贈になるものである。
　須田家については文部省史料館「史料館所蔵史料目
録」第19集の解題に詳しいが，それによると同家の本家
には須田家の系譜が蔵されていることが記されているの
で，その系譜を是非拝見させて頂きたかったこと，同家
についていろいろお話を伺いたかったこと，そして近世
